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要己 建築はその土地の気候風土の影響を受ける。本論では北陸地方の北部に位置する中核都市新
日潟と南部に位置する福井を例にとり，その最高気温，最低気温，降水量，相対湿度を他の諸都
市と比較することで，北陸の気候的特徴を示した。その特徴と建築，特に鉄筋コンクリー卜との関係
を，施工，凍害，塩害について述べた。また，北陸の降雪の特徴である豪降雪(ドカ雪)時の災害的
様相にふれ，鉄筋コンクリートと鉄骨造の構造設計に潜む本質的性格について述べた。
1 はじめに
北陸の気候の最大の特徴は冬にあると言えよう 。 テレビの天気図には，西高東低を示す等圧線が何
本も狭い間隔で南北に並び，背梁山脈を境として太平洋側には太陽のマークが並ぶのとは対照的に，
日本海側には雪ダルマのマークが並ぶ。大陸からの寒風は， 日本海の水蒸気を吸い上げ， 雪に変えて
吹き付けてくる 。 しかし気温の低下は北海道や青森ほどに厳しくはない。
雪は湿り気が多く，いわゆる"ぬれ雪"，"湿り雪"で重い。屋根の雪下ろし，そしてその下ろした
雪の後始末は重労働である。建物にかかる積雪荷重も大きいことを実感する。
この時期，洗濯物はなかなか乾きにくい。湿度が高いのである。
しかし，こんな天気が一年中続いているわけではない。春先，雪解け水が川を満たし，桜前線が越
前から，越中，越後へと北上してゆく 。そ して南からの風は山を越え，乾燥した空気を送り込んでく
る。フェーン現象である 。 大火が生じ易いのもこの頃である。梅雨明けと共におとづれる夏には，晴
天が続き，真夏の暑さは太平洋側の地域と殆ど変わらない。
このような気候的特徴はどのような建築を生んできたのであろうか。
伝統的な木造建築では，太い梁や柱など，冬の積雪に耐えられるような構造部材が特徴である。北陸
の木造を見慣れた目には，太平洋岸の木造の柱や梁はいかにも頼りなげに見える。また高固などの多
雪地帯では現代のアーケードに当たる雁木を設けて，冬の交通を確保するなどの都市計画的な工夫も
こらきれてきている。その他，軒を支える方杖や雪囲いなど，雪に対する創意工夫が積み上げられて
おり，このような木造建築の技術的特徴について数え上げればきりがない。
ここでは比較的新しい建築材料である鉄筋コンクリート造に焦点を絞ることにする。
2 北陸の気候的特徴
図 1 は 1996年版理科年表にもとづいて，国内10都市(福井，新潟，札幌，仙台，東京，名古屋，大
阪，高知，鹿児島)の日最高気温， 日 最低気温の平年値，月別平年降水量， 月別平年相対湿度 (いず
れも 1961年から 1990年までの平均値)を図示したものである 。
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図の上部に月別の気温を示した。左右の中央( 5 月一 9 月)は最高気温を，両側の 1 月一 5 月と 9
月一 12月は最低気温を示してある。まず最低気温を見ると，福井，新潟は東京，高知よりは寒いもの
の，札幌，青森，仙台に比べれば寒気は厳しくはない。 10都市間ではやや暖かい方に位置している。
一方，福井の夏期の最高温度は太平洋岸の都市とほぼ同様に高いことが示されている。
月別平年降水量を見ることにしよう。 4 月から 9 月の期間では，降水量の断然多いのは高知，鹿児
島であるが，それをを除くじ福井は名古屋と共にトップクラスの雨量である。そして図の両側すな
わち冬期をはさむ期間では，太平洋岸の諸都市が降水量が減っているのに対し， 日本海側の福井，新
30 
20 
気
泡 10
(ﾘC) 
月
降
水
孟
(.阻)
。
300 
100 
•-• 4 
3 4 5 7 8 9 10 11 12 
(月)
徳井
新潟
箔井
新潟
図| 気温，月降水量，相対湿度(理科年表 1996による)
62 -
北陸の気候と鉄筋コンクリート
潟では逆に降水量が増えているのが特徴である。中でも福井の降水量はきわめて多く，札幌や仙台な
どが100mm程度以下で、あるのに比べ， 300m!目前後と極めて大きい値なっている。新潟，青森はその中間
に位置している。 8 月の降水量が少なくなっているのは晴天の日がこの時期に集中していることを示
している。
月別平年相対湿度は，冬期の福井では80%前後となり，全国的にも最高となる。日本海から立ちの
ぼる水蒸気を北西の季節風が運び込み， しかも後ろは山々で固まれている地形のためと考えられる。
この時期に空気が乾燥する東京とは対照的である。暖房器を作動きせても，東京では加湿器が要るの
に，福井では除湿が必要となる。石油を燃料とする直接採暖で、は水蒸気が発生するのでなおきらであ
る。一方，春先には南から，山越えによって乾燥した空気が，長い冬の湿気を吹き払ってくれる。年
間でもこの地方で最も湿度の低い季節である。北陸の大火はいずれもこの春先に発生している。
このように気温，降水量，相対湿度を見て来ると，福井，新潟の気候は各季節によって上述の都市
間での位置づけが替わり，年間を通じて見れば実に多様で、あるといえよう 。 北陸の都市は日本海に面
した比較的狭い平地にできている。その背後には日本アルプスが迫り，地域によって複雑な地形とな
っている。またその中核都市の周辺には町や村が散在している。これらの地域では中核都市とは違っ
た気候的条件にあることも多い。したがって北陸地方の気候的特徴は多様で、あって，一口に表現する
ことはきわめて難しい。
建築に関する問題にしても，これらを踏まえて諸方面の対策を考える必要がある。
3 鉄筋コンクリートの施工
コンクリートが固まるのは粉体(固体)のセメントと水との水和反応によるものである。すなわち
硬化は一挙に達成きれるものでなく，時日の経過と共に進行する。したがって，コンクリートを打ち
込んだ後，水分の不足や凍結をきたきないように養生する必要がある。
北陸では冬期の気温低下が北海道，青森程に厳しくないこともあって，冬期にコンクリート打ちが
強行されることも珍しくない。 しかし山間部など寒気の厳しい期間，場所では]ASS5 (日本建築学会
標準仕様書 5 鉄筋コンク リ ート工事)に示きれているような寒中コンクリートの特別仕様が必要で、あ
ろう。気温が低いときはコンクリートの硬化が遅れるので，型枠の存置期間ものびることになる。そ
の聞の積雪に耐えるょっに支保工も頑丈にする必要が生じて来る。場合によっては生コンクリートの
凍結を防ぐために，断熱や暖房も必要となろう。
また，多雪地域であるから雪やアラレが型枠の中に積っているときには充分に溶かし流す注意を忘
れてはならない。かつて相談を受けた中に，型枠を外してみたら，主要な柱数本の脚部の一部にコン
クリートが充嘆きれてなく，隙聞が残ってしまった例があった。前日に型枠工事を終了したものの，
夜中に積もった雪の状況を確認せず，そのまま工事に入ったためであった。またコンクリート打ち込
み途中の雨雪の混入によってコンクリート品質が低下することに対する配慮も必要で、ある。
春先の乾燥大気中での工事では，打ち終わったコンク リートの水分蒸発を防ぐ配慮が要求きれる。
コンクリートの乾燥収縮によるひび割れの発生を招く危険が大きいからである 。
夏期工事では他の都市並みに暑中コンクリートの仕様も念頭におく必要がある 。
4 鉄筋コンクリートの凍害
コンクリートの凍害といえば，まず北海道や東北地方を想定する。しかし北陸においてもその危険
がないわけではない。以下にその例を示そう。
写真 l は，福井県嶺南の多雪地域にある公共建築物で昭和 5 年に建設された。屋上塔屋の庇の先端
はコンクリートが剥落し鉄筋が露出して，凍害が甚だしかった [lJ。福井では北海道や東北北部のよう
に冬の気温低下が厳しくない。その福井より南部においても地域によっては凍害が生ずる例であって，
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l 階東側人口の庇 屋上正面ペントハウス庇
写真 | 庇の凍害
気候は地域によって大きく異なることに注意すべき例である 。
また，こう いった極端な状況に至らないまでも気候条件が原因と考えられる損傷が生じている例は
随所に見受けられる 。 昭和初期，中期に建築きれた鉄筋コンクリート校舎を福井，石川両県内で調査
したことがある 。 その結果によると，概して， 冬期季節風に面する北側，西側の損傷が他の面より著
しいと 言 う特徴を示している 。 これは冬期に恒常的な北西の季節風に吹ききらされる建物では風上側
がかなりの温度低下と悶水の浸透をきた し， コンクリ ー ト や仕上げモルタルの凍結を招くことに原因
があると考えられた。 特に海岸地帯や山間部の風の強い場所ではその危険が大きい。 その典型的な一
例を示しておこう [2J 。 図 2 は昭和45年に完成した能登半島の学校である 。 校舎は南北60m，東西9.6m
の鉄筋コンクリー ト 3 階建てである 。 校舎の北西方向には，低い山が両側にあ っ て，冬の風はこの山
によ っ て，吹き集められて，校舎にまともに吹き付ける地形となっ ている 。 図 3 に気象条件と直接関
係があると思われるひび割れを示した。 すなわち，建物の西側全面に分布する不規則なノマターンのひ
びわれである 。
このひび割れはモルタル及びコンクリー ト の乾燥収縮に加えて， 凍結融解等激しい気象条件が重な
っ たことによるものとみなされる 。 ちなみに 3 階の躯体コンク リ ー・ト打ち込みは 12月 5 日であった。
建物西面は寒冷期に施工後，雨， 雪の吹き 付け， 寒風の吹き さらし等過酷な条件に置かれている。南
面と東面ではこの種のひびわれは殆ど見られない。
こうい っ た事例はコンク リ ー トの調合，施工，打ち込み時期のみならず，きらに，防水仕上げの材
料，工法に至るまで， 気象条件に対する考慮が不可欠で、あることを示している 。
2 期工事
N+一一一一一一..s
図 2 校舎平面図 図 3 校舎西面のひび割れ
今後ますます鉄筋コ ン ク リ ー 卜 造が気象条件の厳しいところへも普及してゆくことを考えると，こ
の点は一層重要となっ てこよう 。
次に比較的暖かくて多雪という地域に独特な凍害の例を挙げておこう [3J 。屋根ス ラブや外壁仕上げ
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のひび割れが生ずると，上には融け易い雪が載っており，また風土
側壁面には雨雪が吹きつけるので，すぐに水の浸透につながる。こ
れに外気温の低下が結び付くとコンクリー卜の凍害が発生する。図
4 はスラプのない梁組みの凍害例である。
笠木モルタルに無数のひび割れがあり，損傷の甚だしい部分では
下側の仕上げモルタルや内部コンクリートまで剥落していた。これ
は笠木モルタルの収縮ひび割れから雨水や融雪水がコンクリートに
浸入し，北西からの冬期季節風が吹き付けたため，内部コンクリー
卜に凍結を招いものと考えられる。通常の露出 コン ク リートの凍害
のように損傷が表面から進行していないのが特徴である。すなわち 図 4 梁組み部の損傷
側面と下面の仕上げモルタルは全般的に内部コンクリートより透水'性が小さしここよりの水の浸入
は少ない。ところが-ß.上部の笠木から浸透した水分はこの仕上げモルタルのためにコンクリート内
に滞留する結果となり，コンクリートを飽水状態にして，かえって凍結の損傷を促進せしめたものと
考えられる。このことは，梁が屋外にあってもスラブに覆われて水との縁が切れている梁には被害が
全く見られない点にも現れている。この例では，笠木モルタルの収縮ひび割れが凍害の第一原因であ
る。コンクリートの凍害の要因である水分と気温低下の内，北陸地方では雪や水分が多い。鉄筋コン
クリートが山間部地域などの寒冷地へ普及するにあたっては，コンクリートに水が浸透しないような
仕上げ材料と施工法の選択によってこのような損傷を防止することが望ましい。
5 鉄筋コンクリートの塩害
5.1 塩害環境
海岸近くでは波形鉄板の羽田板，鉄格子，遊歩道の手摺など鉄製品の殆どが錆易い。ミシン，冷蔵
庫，電気洗濯機等家の中の物も錆びるのが速いというのは海辺の主婦の声である。鉄筋コンクリート
中の鉄筋はアルカリ性のコンクリートで覆われているので，腐食の危険は露出した鉄程ではないにし
ても，鉄筋コンクリート(以下RC と略す)は長期の寿命を期待されているだけに，長年月にわたる
塩分の影響には注意が要る。近年，コンク')ートの剥落や鉄筋の腐食など塩害が注目きれ始めてきた。
その理由の一つは RCがかなりの年数を経過して，耐久限度に達する建物が増えはじめたことであり，
他の一つは，海岸地域へRCが普及し始めたことにある。
5.2 RC塩害の特質
RC建築物の塩害の原因は二つある。一つは，海砂やj昆和剤の使用によって，建設当初からコンク
リート中に塩分が内在するものであり，一つは建設後に外部環境から浸透蓄積する塩分である。海砂
に対しては]ASS5 では塩分 (NaCl)の上限値を砂質量の0.04% と規制している。それに対して後者
の環境塩害(以下単に塩害という)では人為的規制は不可能で、ある。したがって対策も後述のように，
その現象の実態を把握した上で，建物に対する防護を図るしかない。
次に，その特徴は， コンクリートへの塩分浸透が容易で、あれば，それだけ鉄筋腐食の要因である空
気と水分も浸透しやすいことを意味し，腐食現象の支援要因を伴っている点である。
実際問題では海砂が用いられるのは海岸近くの建物に多く，それらは外部環境からの塩害を受け易
い条件にある。海砂などによる先在塩分が多ければ，環境からの浸透塩分の許容幅をせばめ，それだ
け鉄筋腐食の危険を大きくすることになる。
5.3 塩害例
北陸地方は冬には西高東低の気圧配置のもと，西または北西の強い季節風によって海が荒れる日が
多い。 したがって海からの波しぶきや海塩粒子の飛来も冬に著しい。このため RCの塩害はわが国で
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は沖縄などの島と日本海沿岸に多いとされている。
まず海にきわめて近い例として福井県越前海岸の建物を挙
げておく [4J。建物の東と南は山である 。 西方14-16m'こ防波堤
があり，その先は日本海であって，海からの波しぶきを受け
る位置にある 。 竣工後約 7 年を経過して，海側の壁，庇，梁
に多数のひび割れが生じたので全面改修を行うに至った。 ひ
び割れは鉄筋の腐食膨張によるもので，かぶりコンクリート
の浮き上がり，肌離れをともなっている。ひび割れ部分のコ
ンクリートをはつり落として見ると，鉄筋は錆びていて，甚
だしいものはボロボロに腐食している。概してかぶりコンク 写真 2 梁主筋定着部の腐食
リー卜の薄い部分の損傷が著しい。 西面の壁(かぶりコンクリート厚は約2.5cm) では直径 9 mmの鉄筋
は一部の縦筋を除いて壁全面にわたって腐食し，多くは有効直径が5.8-7.8mmに細っていた。
また，柱筋にも腐食が進行し，主筋 (19mm) の有効径は 17.4-18.8mm'こ，帯筋 (9 mm) は5.7-7.9mmに減
少していた(写真 2 参照)。これと同様の損傷は北面にも認められるがその程度は軽微で、ある。かぶり
コンクリートが 5 cm を超える部分では鉄筋は健全で、あった。
一般に鉄筋はコンクリート中では，そのアルカリ性のために錆びない。 ところが調査箇所のほとん
どは，鉄筋周辺のコンクリートが明瞭なアルカリ反応を示すに拘らず，鉄筋が腐食していたのである。
そこで11箇所からコンクリート片を採取し，モルタル部を微粉砕して含有塩分を分析した。 西(海)
側の壁では塩分量は表面付近で0.32%，鉄筋付近で0.11% (対モルタノレ)を示した 。 これら塩分量の
多少は建物の損傷程度と傾向が一致しており，損傷は塩害に因るものと考えられた。
施工当時，コンクリートを納入したレデーミクストコンクリート工場では海砂を全く使用していな
か っ たので， ]ASS 5の塩分限度の10- 4 倍にのぽるこれらの塩分は竣工後に外部より浸透蓄積した
ものとみなされる。
次の例は海岸からの距離250mに位置する材齢45年の小学校体育館である。外装は柱と桁は洗い出し
仕上げ，壁はモルタル塗りにエマルジョン吹き付けである 。 壁の内装はモルタルペンキ塗りである 。
損傷の著しいのは大多数の柱外面に生じている縦方向のひび割れである。かぶりコンクリートが剥落
寸前のものも見受けられる 。 ひび割れ幅の最大は 10mmに達している(写真 3 ，写真 4 参照) 。 写真 4 の
部分をはつってみると，かぶりコンクリートは容易に剥離し， 4 本の柱主筋(直径22mm) はいずれも
腐食，表面 1 -2 mm厚は木炭状にボロボロになっている 。 帯筋には腐食消滅している部分も見られる
(写真 5 参照) 。 これらと同種のひび割れは桁，破風，軒など建物全面に及んでいる 。
フェノールフタレン 1%アルコール溶液を散布してコンクリートのアルカリ性の有無を調べたとこ
ろ，コンクリートの中性化深きは平均7.9cmに及んでいた。 建物内部からの中性化もほぼこれと同程度
であ っ て，壁断面でアルカリ性が残っているのは中央部のわずかの部分であった。
コンクリートの塩分分析の結果，外側表面部分の塩分量は 0 . 06-0.41%，平均0.17% (対モルタノレ)
に及ぶことが明かとなっ た 。 この値は別途行なったコンクリートの調合分析の結果を参考に，砂に対
写真 3 柱のひび割れ 写真 4 柱のひび割れ 写真 5 柱の主筋及び帯筋の腐食
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して換算すると， 0.22%に該当し， JASS 5の限界値0.04
%の 5 倍を超えるものである。
この例では鉄筋周辺のコンクリートはアルカリ性を失っ
ており，塩分も多い。しかし建物内部では同じ くアルカ
リ性を失っ ていても損傷が認められない。 外部では塩分，
水分，空気の複合効果が損傷を促進せしめたものと思わ
れる 。
次に鉄筋コンク リ ート壁の内部に浸透蓄積した塩分の
分布状況を示しておく。
海岸から 800m~こ位置し，材齢28年の体育館の調査結果
図 5 壁内部の塩分景分布(対モルタル%)である [6 ， 7J。壁から水平方向にコアを抜取り，輪切りに
して，その各片のモルタル部分を微粉砕し，蒸留水で溶解塩分を抽出，硫シアン酸滴定法で、NaCl を求
めたものである。図 5 に塩分量の分布を示す。いずれのコアでも壁厚中央部では塩分は検出されず，
屋内，屋外とも壁表面に近いほ ど塩分量は大きくなっており ，これらの塩分は壁両面より 浸透蓄積し
たものであることを示している。鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚を30mm と想定すると，その位
置での塩分量(対砂)は規制値0 . 04%に対し， 屋内側では0.03%，外側では0.02-0.15%に達 してい
る 。
5.4 塩分環境とコンクリートへの塩分浸透
大気中の塩分濃度を測定するにはガーゼに塩分を付着させる方法やステンレス板で出来た装置で捕
集する方法がある。筆者は塩分のきめ細かい地域分布と ， 計測の迅速性を狙いとして， 海岸地域に多
い黒松の樹皮の塩分を分析する方法 [8J や多数のモルタル試験片を暴露し ， これに浸透する塩分を分
析する方法 [9J を試みた。その結果によると， 1 ) 付着蓄積あるいは浸透する塩分量は季節によって
異なり， 北陸では冬季に多いこと， 2) 海岸からの距離が大きくなるほど塩分は減少し，両者の関係
はバラツキがかなりあるものの，両対数グラフ上ではおおよそ直線的傾向があること， 3) 海岸から
の距離と塩分量との関係において，中には極端に塩分量の多いものや少ないものがあり，地形や風向
きなどが影響要因として介在すること ， 4) モルタルの材質や雨がかりの有無など暴露条件も浸透塩
分量に影響すること ， などであった。
すなわち海塩粒子の発生と内陸部への飛来，付着には気象条件，海象条件，海岸からの距離，地形
など多くの要因が影響し， さらに季節的にも変動するので，
その実態は極めて多様で、あり ，地域性に富むといえよう。
また ， コンクリー卜への塩分の浸透現象の把握も兼ねた研
究として， 4 種類の品質のモルタルとコンクリート試験体を，
石川県小松地区と福井県三園地区に数カ所づ、つ暴露し ， 1 年，
2 年及び 4 年経過後に回収，試験体内の塩分を分析した
[10J 。 拡散方程式を用いた解析によ って得られた結果の一つ
は，海からの距離と鉄筋想定位置(例えば 3 cm) における塩
分量が許容限度に達する年数の関係は図 6 のように表される
ことで、ある。
これにもとづけばコンク リ ー トの水セメント比が55% より
大きいときには海からの距離500m地点では20年に満たない
内にJASS 5の規制値に達することが読み取れる 。 この手法
によれば塩分環境の評価とコンク リ ートめ品質や暴露条件に
応じた塩分蓄積量の推定の両方が可能となる。
ただし，このような方法によって塩害マップをきめ細かく
北陸の気候と鉄筋 コンクリ ー ト
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英男
作るのは個人の努力の範囲を超える。
環境塩害に関するこの種の資料が各地域において充実きれることが望まれる。
足している現状では充分な安全性を見込んで対策を施すのがよい。
対策としては， 1) 塩分の浸透を遮断する仕上げを施す， 2) コンクリートの水セメント比を小き
くして塩分の拡散係数を小さくする， 3) 鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚を大きくする， 4) 
鉄筋をエポキシ樹脂などで被覆する，などが挙げられる。
川上
豪雪と鉄筋コンクリート
北陸の降雪の特徴は豪雪，いわゆる"ドカ雪"であるとされる 。 図 6 は記録的豪雪となった昭和 2
年， 38年， 56年の積雪状況を示すものである [11J o 1 日の積雪が数十センチに及ぶことが示きれてい
る。このように急激な積雪の増加は建物への荷重の急増をもたらし，倒壊の危険が大きくなる。図 8
に昭和56年に筆者が行なった雪比重と雪重量の計測結果を示す。 1 平方米当りの重量は積雪110cmで
300kgに，積雪171cm で、は 564kgに達した。
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図 8
北陸の気候と鉄筋コ ンクリート
56豪雪では福井県内の建物で半壊以上の被害は147棟にのぼった。その約 8 割は木造， 2 割は鉄骨造
であった。鉄筋コンク リ ート造にはこの種の被害はなかった。
鉄筋コンク リ ート造も鉄骨造も設計時の構造計算によって安全性が確かめられている筈であるのに
鉄骨造に被害が出るのは何故か?
個々の被害例についてはそれぞれ原因があろうが，鉄骨トラス屋根の構造的性格として次のことが
考えられる。
1 )鉄骨トラスでは部材が細くて座屈が生じ易いことや不静定次数の低いものが多く，材料や施工の
欠陥が架構の崩壊につながり易い。
2 )鉄骨 トラスを 1 本の梁と見なすと，上弦材と下弦材に断面を拡散し，ウエブも細い部材に集約す
るなど，極度に断面の高能率を図っている。この点，充腹梁と違って材料の降伏から架構の崩壊
に至るまでの余裕が少ない。
3 )鉄筋コンク リート造は鉄骨造に比べて自重が大きい。自重と積雪荷重の合計に対して，その応力
が許容限度内に留まるょっに構造設計を行う場合には， 自重の大きい方は超過荷重に対してはよ
り鈍感であって，超過した荷重に対する余裕が大きい。図 9 にその例を示す。この例では設計時
に 5 割の安全率を見込むとき，積雪荷重が想定値を超えたときの余裕は，鉄筋コンクリート造で
は鉄骨造の 2 倍近い値となっている。鉄筋コシクリート造は自重が大きいという，構造物として
好ましくない特徴が，余裕を生む結果となっている。
鉄骨造
鉄筋コンクリート造
図 9 設計荷重と余裕
しかし鉄筋コンクリー卜であっても設計時に想定した積雪を超えた場合には雪下ろしが必要で、ある。
構造的なひび割れが発生する危険をはらんでいるからである。
このうち 1 )は設計，施工の段階で充分考慮が払われている筈である。一方， 2) と 3 )は構造計
算の過程には入ってこない。これは超過荷重の問題であるが，建物の崩壊安全性と言う点では見過ご
すことは出来ない。構造体の軽量化は資材，労力の節約を可能にするもので，今後も解析はますます
精密化し，軽量化も図られて行くであろう 。そのこと自体は結構なことであるが，同時に軽量化がも
たらす超過荷重への鋭敏さという構造特性にも豪雪地域では注目する必要がある。
ところで，積雪の超過荷重は雪下ろしを怠ったために生じた，いわば人災であるという見方もある。
しかし，それは雪が少しづっ降ってく れた場合のことで， 豪雪の場合には事態は大いに異なって災害
的様相を呈するのである 。
雪の重みで戸障子の開け立てが出来なくなって，危険を感じた人々は一斉に屋根に登って雪下ろし
を始める。道路除雪に活躍する建設機械も屋根の雪おろしには全く役に立たない。雪おろしの後には
その始末が待っている。会社や役所に出勤しようにも交通網は混乱，マイカーも雪の道では身動きで
きない。疲れた足の雪中行進となる。折角目的地にたどりついても帰りの見込みは立たない。こうな
ると行政の除雪体制も幹線道路を確保するのに精一杯となる。
このような状況では，公共建物や工場の大屋根などに対して多くの除雪入手を急に集めることは至
難となる。そして連日の積雪に超過荷重を招く結果となる。となれば，このような豪雪の災害的特質
を踏まえて，構造設計の段階で充分な積雪荷重を想定しておく必要がある。
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川上 英男
むすび
北陸の気候的特徴を視野において，鉄筋コンクリ ー トの施工， 雪害に対する構造的有利性，収縮や
凍害，そして塩害について述べた。 凍害は山間地など気象条件の厳しい地域，塩害は海浜地域におい
て注意すべき事項である。これから鉄筋コンクリ ー ト が厳しい環境条件の地域に普及するにあたって
は，その耐久性の向上に，設計や施工面で充分な注意が払われることを望みたい。
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